
共同研究a・b・国際共同研究提出書類の流れ

申請する

研究組織は同一所属機関・部局のメンバーのみ 研究組織に所属機関・部局の異なるメンバーがいる

【申請書（様式CR−1、CR‐1‐Kokusai）】

【申請書（様式CR−1、CR‐1‐Kokusai）】

【共同研究承諾書（様式CR−3、EngCR‐3）】

A様
X大学 理学研究科

《例》

▶研究代表者

▶研究組織
B様

Y大学 農学研究科

Y大学農学研究科長の承諾書 Y大学理工学部長の承諾書

C様
Y大学 理工学部

D様
Y大学理工学部

Y大学
生命科学研究科長の

承諾書
Z大学農学部長の承諾書

E様
Y大学生命科学研究科

F様
Z大学 農学部

G
京都大学

生態学研究センター
（センター担当教員）



研究組織の変更

研究組織の削除 研究組織の追加・所属変更

【組織変更届（様式CR−7）】 【組織変更届（様式CR−7）】

【共同研究承諾書

       （様式CR−3、EngCR‐3）】

※所属機関・部局ごとにご提出くだ
さい。前頁グレー枠内の例と同じで
す。

研究代表者と同じ所属であっても提
出が必要です。

【成果報告書（様式CR−４）】
※共同研究aについては別途センターニュースへのご寄稿をお願いいたします

なお、本共同研究による成果の発表の際は、必ず本研究事業により援助を受けた旨を謝辞などに明記し
てください。明記されない業績は本事業の業績とみなされないため、必ず明記をお願い致します。

謝辞への記載例（課題名がつく共同研究aの場合は「2022jurc‐cerXX」といった課題名をつけてください。
その他の事業の場合は無くてかまいません）

・和文：
「本研究は、京都大学生態学研究センターの共同利用・共同研究事業（2022jurc‐cerXX）の支援により
行った。」（予算措置がある場合）

「本研究は、京都大学生態学研究センターの共同利用・共同研究事業の支援により行った。」（予算措置
がない場合）

・英文：
“This study was conducted using Joint Usage / Research Grant of Center for Ecological Research (2022jurc‐cerXX), 
Kyoto University.”（予算措置がある場合）
“This study was supported by Center for Ecological Research, Kyoto University, a Joint Usage / Research Center.”
（予算措置がない場合）

研究期間の終了


